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商品市況展望  

平成 24 年 11 月 25 日記 

 

 衆院解散後も民主党の崩壊に歯止めがかからない。14 日の野田佳彦首相の衆院解散表明以降、11 人が

党を離れ、気がつけば政権交代以降の離党者は 102 人と、ついに大台を突破した。衆参両院で 423 人い

た国会議員は激減。しかも、離党者の行き先は保守系からリベラル系の政党までばらばらだ。ある意味、

「寄せ集め集団」と言われた民主党らしい結末なのかもしれない。 

 

 首相が 14 日に解散を明言して以降、閣僚経験者の小沢鋭仁元環境相が日本維新の会に、民主党躍進の

象徴だった福田衣里子前衆院議員は脱原発が旗印の「みどりの風」に入党した。反増税の「減税日本」

や「みんなの党」、最大のライバルでもある自民党に入る離党者もいる。 

 

 振り返れば、首相の消費税増税方針を批判した小沢一郎元代表に近い衆院議員9人が昨年末に離党し、

新党きづなを結党したのが民主崩壊の第一幕。7 月には小沢氏を含む 49 人が「国民の生活が第一」を立

ち上げるなど、離党者は昨年 9 月の野田政権発足以降に集中した。 

 

 平成 10 年の結党時から「右から左までの寄り合い所帯」「理念なき選挙互助会」と揶揄されていた民

主党。野党時代は「政権交代」という合い言葉で「大異」に目をつぶることもできたが、いざ政権を担

当してみると、基本政策の違いが一気に表面化。党内の混乱は内閣支持率と政党支持率の低迷を招き、

「選挙」の声が近づくとともに、政策の違いを理由に、生き残りを図る議員たちの脱走劇が相次いだ。 

 

 衆院解散というよりも｢民主党解散｣という体を呈してきた政情だが、連合や日教組が支持する

民主党が議席減をどの程度で歯止めを掛けられるか、維新やみんなはどの程度の議員獲得を出来

るか、自民党が与党返り咲きは間違いないが過半数、もしくは絶対多数を確保できるのかという

のが今度の選挙結果の注目点だ。 

 

 ただしいずれにせよ、すでに市場は安倍政権誕生すでに市場は安倍政権誕生すでに市場は安倍政権誕生すでに市場は安倍政権誕生間違いなしと判断している間違いなしと判断している間違いなしと判断している間違いなしと判断している。だからこそ解

散以来、株高＆円安＆商品高となっているわけだ。安倍政権はデフレ対策のため、金融緩和を押

し進めようとしているわけで、これを好感していると考えて間違いないだろう。 

 一部には、今の円安はそれではなく、先の貿易赤字が原因であるとする向きも居るわけだが、

それなら円安は説明出来ても株高は説明できない。ましてや仮にそうだとしても、民主党政権よ

りは自民党政権の方がマシだろうと市場は判断しているわけで、民主党に票が向かう事はなかろ

う。 

 

 昨日の辛坊さんの番組のテレビ討論でも年金問題について、｢消費増税だけでは年金の未来は

無い。給付を引き下げるか、掛金を増やすしかない｣という当たり前の理論と、｢大企業や金持ち

から取れば良い｣という共産党、社民党の考えがぶつかっていたが、国際競争時代にお花畑のよ

うな論理じゃそろそろ社民党辺りは消えてなくなるかもしれないな。 
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とにかく市場は安倍政権誕生を織り込もうと動いているわけだがとにかく市場は安倍政権誕生を織り込もうと動いているわけだがとにかく市場は安倍政権誕生を織り込もうと動いているわけだがとにかく市場は安倍政権誕生を織り込もうと動いているわけだが、、、、今の勢いだと選挙が終わ今の勢いだと選挙が終わ今の勢いだと選挙が終わ今の勢いだと選挙が終わ

ればればればれば｢｢｢｢織り込み済みになる織り込み済みになる織り込み済みになる織り込み済みになるのでは？｣というのでは？｣というのでは？｣というのでは？｣という可能性も高いか可能性も高いか可能性も高いか可能性も高いかもしれないもしれないもしれないもしれない。参院はねじれのままな

のだから、すぐの日銀法改正は困難だ。そうなると実際に自民党が政権についた後は、｢材料出

尽くしで売られる｣事となるのかもしれない。選挙告示が終わったら、そろそろ｢売り場探し｣も

良いのではあるまいか。 

 

もっとももっとももっとももっとも安倍政権は安倍政権は安倍政権は安倍政権は円高阻止、デフレ阻止という経済対策に打って出る事は確実なので、円高阻止、デフレ阻止という経済対策に打って出る事は確実なので、円高阻止、デフレ阻止という経済対策に打って出る事は確実なので、円高阻止、デフレ阻止という経済対策に打って出る事は確実なので、中中中中

長期的には長期的には長期的には長期的には投機家は逆に円安になったら何が儲かるのか？投機家は逆に円安になったら何が儲かるのか？投機家は逆に円安になったら何が儲かるのか？投機家は逆に円安になったら何が儲かるのか？    インフレになったら何が儲かるのインフレになったら何が儲かるのインフレになったら何が儲かるのインフレになったら何が儲かるの

か？か？か？か？    というスタンスを取らざるを得まい。というスタンスを取らざるを得まい。というスタンスを取らざるを得まい。というスタンスを取らざるを得まい。    

 

先日、世界的投資家のウォーレン・バフェットは、このところの米住宅復調を評価して｢米国

経済は欧州やアジアより好調｣と発言。｢財政の崖｣問題さえクリアできれば、案外と米国景気は

良くなるのかもしれない。 

一方でこの休み中にフランス国債格付けは引き下げとなり、欧州にはまた新たな火種が発生し

た。 

東南アジアは、中国から流出する日本資本などが大きく流れ込むはずで、今後の期待は大きい

だろう。だが中国は、すでにバブルは弾けているはずだし、｢儲けるためになら何をやっても良

い｣というようなあの国民性では、発展どころか現状維持もままならないだろう。中国共産党は

清王朝末期と変わらないはずで、また来た道を帰る混沌に向かって行くと思う。 

 

そういう意味では当然、インドネシア・マレーシア・ベトナム・ミャンマー・カンボジアなインドネシア・マレーシア・ベトナム・ミャンマー・カンボジアなインドネシア・マレーシア・ベトナム・ミャンマー・カンボジアなインドネシア・マレーシア・ベトナム・ミャンマー・カンボジアな

どの東南アジアの株を買うか、不動産投資をするかどの東南アジアの株を買うか、不動産投資をするかどの東南アジアの株を買うか、不動産投資をするかどの東南アジアの株を買うか、不動産投資をするかというのが一番なのかもしれないが、それ

に個人が投資できるのか？ 金融市場は信頼に足るのか？ 気が付かないリスクはないのか？ 

など難しい事も多かろう。 

 

そうであれば簡単なのは、インフレになったらそうであれば簡単なのは、インフレになったらそうであれば簡単なのは、インフレになったらそうであれば簡単なのは、インフレになったら儲かる儲かる儲かる儲かる公設市場である公設市場である公設市場である公設市場である国内商品市場国内商品市場国内商品市場国内商品市場は判りやは判りやは判りやは判りや

すくすくすくすく、やはり、やはり、やはり、やはりその中でもその中でもその中でもその中でも本命はゴールドだろう。本命はゴールドだろう。本命はゴールドだろう。本命はゴールドだろう。    

円安で上昇している現在の相場だが、｢一時的にはどこかで急落。しかしその後に本格的な暴

騰相場がやって来るかも…｣と考えるのは、かなり判りやすい。 

円安阻止、デフレ阻止というのはそういう事で、欧州や中国の金融不安は実物資産のゴールド

の人気を更に高める効果もあるだろう。もちろん消費税増税も、ゴールドにはプラスに働く。 

 

マスコミが｢日本維新の会｣が何議席を取るのか？と注目するのは、それで売れるから騒いでい

るだけの話だが、そういうのは正直どうでも良い。それよりも選挙後のこと、国際情勢の事なそれよりも選挙後のこと、国際情勢の事なそれよりも選挙後のこと、国際情勢の事なそれよりも選挙後のこと、国際情勢の事な

どを予測し、騒ぐ前に仕掛けるのが儲けの道だろう。どを予測し、騒ぐ前に仕掛けるのが儲けの道だろう。どを予測し、騒ぐ前に仕掛けるのが儲けの道だろう。どを予測し、騒ぐ前に仕掛けるのが儲けの道だろう。    

どうせ年金は当てにならないのだから、儲けておかないと大変だしね。 
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〔貴金属〕〔貴金属〕〔貴金属〕〔貴金属〕 

〇東京金日足 

…削除済み… 

今週の金の値動き 

  12 月限（当限） 前日比 10 月限（先限） 前日比 

11 月 19 日 \4,502 36 \4,511 39 

11 月 20 日 \4,530 28 \4,541 30 

11 月 21 日 \4,541 11 \4,550 9 

11 月 22 日 \4,590 49 \4,598 48 

金相場は、金相場は、金相場は、金相場は、先週号においては『国内相場 4,330 円、NY 金 1672.5 ドルで調整安は完了した模様。

再び押し目買い有利になった状況と思え、特に NY 市場でのファンドの買いが 5 週ぶりに増加に

転じた事は、評価出来るだろう』とコメントした。 

今週の相場展開は、円安の進行で更に値を飛ばした相場が 4,6054,6054,6054,605 円（円（円（円（11/2211/2211/2211/22）まで上昇）まで上昇）まで上昇）まで上昇。その

後の夜間取引では夜間取引では夜間取引では夜間取引では 4,6184,6184,6184,618 円の高値円の高値円の高値円の高値まで出し、更に上昇。 

夜間の終値は 4,595 円とちょい安であるが、感謝祭明けの NY 金は急騰であり、今のところ週週週週

明けの東京市場換算価格は明けの東京市場換算価格は明けの東京市場換算価格は明けの東京市場換算価格は 53535353 円高の円高の円高の円高の 4,6514,6514,6514,651 円予定円予定円予定円予定。 

 

10/510/510/510/5 のののの 4,5504,5504,5504,550 円は一気に上抜き、今年円は一気に上抜き、今年円は一気に上抜き、今年円は一気に上抜き、今年 2222 月以来の月以来の月以来の月以来の 4,6004,6004,6004,600 円台乗せである円台乗せである円台乗せである円台乗せである。今年の最高値は 2/27

の 4,654 円であり、3 連休明けの 26 日はそれに接近するか、もしくは更新するという事になる

のだろう。 

ちなみにこれより高いのは、11 年 9 月の 4,754 円と更に 100 円高いところで、今のところそ

れが上場来の最高値だ。 

 

さて 4,600 円台に乗った相場だが、…中略… 

もうすでに 10 月の高値は更新しているわけだし、年初来の高値も更新するかもしれない。更

に上がれば史上最高値も更新かもしれないが、ここはやはり天井を見極めての売り狙いだろうここはやはり天井を見極めての売り狙いだろうここはやはり天井を見極めての売り狙いだろうここはやはり天井を見極めての売り狙いだろう。

行くところまで行かせて売れば、単なる調整安だとしたって 10％くらいは下がるのが相場ゆえ

に。 

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京金一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 12 月 \4,037 

12 月 26

日 

\4,654 2 月 27 日 \3,808 

12 月 30

日 

\4,590 

2013 年 2 月 \4,654 2 月 27 日 \4,654 2 月 27 日 \3,885 6 月 4 日 \4,591 

2013 年 4 月 \4,307 4 月 25 日 \\\\4,6004,6004,6004,600    

11111111 月月月月 22222222

日日日日    

\3,886 6 月 4 日 \4,593 

2013 年 6 月 \4,023 6 月 27 日 \\\\4,6004,6004,6004,600    

11111111 月月月月 22222222

日日日日    

\3,940 7 月 24 日 \4,592 

2013 年 8 月 \4,224 8 月 29 日 \\\\4,6024,6024,6024,602    

11111111 月月月月 22222222

日日日日    

\4,166 9 月 3 日 \4,595 

2013 年 10 月 \4,404 

10 月 29

日 

\\\\4,6054,6054,6054,605    

11111111 月月月月 22222222

日日日日    

\4,330 11 月 6 日 \4,598 



 4 

〇NY 金日足 

…削除済み… 

週末週末週末週末 11/11/11/11/23232323 のののの NYNYNYNY 市場は市場は市場は市場は、前日比、前日比、前日比、前日比 23.223.223.223.2 ドル高のドル高のドル高のドル高の 1717171751.451.451.451.4 ドルでの終了ドルでの終了ドルでの終了ドルでの終了。 

チャートでは 1798.11798.11798.11798.1 ドル（ドル（ドル（ドル（10/510/510/510/5）→）→）→）→1672.51672.51672.51672.5 ドルドルドルドル（（（（11/511/511/511/5）まで）まで）まで）まで 125.6125.6125.6125.6 ドル下げた後、→ドル下げた後、→ドル下げた後、→ドル下げた後、→1739.41739.41739.41739.4

ドル（ドル（ドル（ドル（11/911/911/911/9）まで）まで）まで）まで 66.966.966.966.9 ドル反騰ドル反騰ドル反騰ドル反騰。その半値戻しの後はもみ合いであったが、1700170017001700 ドル割れは回ドル割れは回ドル割れは回ドル割れは回

避して避して避して避して戻り高値戻り高値戻り高値戻り高値のののの 1739.41739.41739.41739.4 ドルドルドルドルを更新を更新を更新を更新。 

 

国内相場は円安の影響もあって、すでに 10/5 の高値も大きく抜いているわけだが、NY 金はま

だそこには届いていない状況である。 

仮に 1800 ドルまで上がったとして、為替が現状の 82 円台半ばであれば、国内換算では 4,770

円台と上場来高値更新の価格となる。これには要注意であろう。 

 

CFTCCFTCCFTCCFTC 発表の発表の発表の発表の 11/11/11/11/20202020 現在の現在の現在の現在のファンドのファンドのファンドのファンドのポジションポジションポジションポジションは、…中略… 

 

またまたまたまた 11/11/11/11/23232323 現在の現在の現在の現在の ETFETFETFETF 残高は残高は残高は残高は、…中略… 

    

 結論として当方の相場観は、東京金は円安の影響で上場来高値の更新があるか？ ただし高値

飛びつき買いをするよりは、接近する天井を確認しての売りの方が良いと考える。もっとも NY

金が更なる上昇を見せるようなら、天井はかなり高くなりそうなので注意は必要だろう。 
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〇東京プラチナ日足 

…削除済み… 

今週のプラチナの動き 

  12 月限（当限） 前日比 10 月限（先限） 前日比 

11 月 19 日 \4,120 32 \4,124 26 

11 月 20 日 \4,147 27 \4,157 33 

11 月 21 日 \4,160 13 \4,166 9 

11 月 22 日 \4,220 60 \4,227 61 

プラチナ相場は、プラチナ相場は、プラチナ相場は、プラチナ相場は、先週号においては『相場動向の主役は金相場だと思われるものの、3,933 円

で調整完了と見る押し目買いの方に多少分があるだろうと見る』とコメントした。 

今週の相場展開は、4 日連続高を演じた相場が 4,200 円台まで上昇。先物は一代高値の更新で

4,2314,2314,2314,231 円（円（円（円（11/2211/2211/2211/22）まで上昇）まで上昇）まで上昇）まで上昇した。 

その後の夜間取引では 4,2524,2524,2524,252 円の高値まで記録円の高値まで記録円の高値まで記録円の高値まで記録した後、4,223 円と小安く終了していたが、国

内市場連休中の週末の週末の週末の週末の NYNYNYNY プラチナはプラチナはプラチナはプラチナは 33.233.233.233.2 ドル高の急騰ドル高の急騰ドル高の急騰ドル高の急騰であり、国内換算では 82 円高で、週明週明週明週明

けはけはけはけは 4,3004,3004,3004,300 円台に乗ってくるかもしれない円台に乗ってくるかもしれない円台に乗ってくるかもしれない円台に乗ってくるかもしれない。 

 

チャートでは 4,3954,3954,3954,395 円（円（円（円（10/510/510/510/5）→）→）→）→3,9333,9333,9333,933 円（円（円（円（10/3010/3010/3010/30）まで）まで）まで）まで 462462462462 円の急落を演じた後、円の急落を演じた後、円の急落を演じた後、円の急落を演じた後、4,4,4,4,200200200200 円円円円

台半ばまで台半ばまで台半ばまで台半ばまで半値戻し半値戻し半値戻し半値戻し以上以上以上以上をすでに演じているわけだ。…中略… 

つまり金が上がり続けるのならプラチナも新高値更新するのだろうし、金が反落し始めたら更

新していなくてもプラチナも利食い場と考えるのが無難か。 

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京プラチナ一代の動

き 

      

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 12 月 \3,605 

12 月 26

日 

\4,582 3 月 14 日 \3,471 7 月 24 日 \7,220 

2013 年 2 月 \4,535 2 月 27 日 \4,589 3 月 14 日 \3,468 7 月 24 日 \7,221 

2013 年 4 月 \4,090 4 月 25 日 \4,381 10 月 5 日 \3,466 7 月 24 日 \7,219 

2013 年 6 月 \3,681 6 月 27 日 \4,386 10 月 5 日 \3,460 7 月 24 日 \4,223 

2013 年 8 月 \3,860 8 月 29 日 \4,395 10 月 5 日 \3,807 8 月 31 日 \4,224 

2013 年 10 月 \3,998 

10 月 29

日 

\\\\4,2314,2314,2314,231    

11111111 月月月月 22222222

日日日日    

\3,933 

10 月 30

日 

\4,227 

 

〇プラチナ－金価格差日足 

…削除済み… 

週末現在のサヤは、4,227 円（プラチナ）－4,598 円（金）＝－－－－373737371111 円円円円。 

 

…中略… 

 

結論として当方の相場観は、4,200 円台に乗せてきた相場が、10/5 の高値 4,395 円をトライす

るかどうかに注目。ただし相場の流れは、概ね金に準じたものとなると考える。 
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〔穀物〕〔穀物〕〔穀物〕〔穀物〕    

〇東京コーン日足 

…削除済み… 

今週のコーンの値動き 

  1 月限（当限） 前日比 11 月限（先限） 前日比 

11 月 19 日 \27,690 500 \25,070 300 

11 月 20 日 \28,090 400 \25,240 170 

11 月 21 日 \28,000 -90 \25,490 250 

11 月 22 日 \28,120 120 \25,590 100 

まずはコーンから…まずはコーンから…まずはコーンから…まずはコーンから…    

先週号においては『逆張り、持ち合い相場が続くだろう。来年の天候相場期までは見るべきも

のはさしてないと思われ、新たな仕掛けはする時期でもないと思う。穀物相場は冬休みと考える

のが良いだろう』とコメントした。 

今週の相場展開は、4 日連続高をした相場が 25,50025,50025,50025,500 円台を回復円台を回復円台を回復円台を回復。 

 

24,42024,42024,42024,420 円（円（円（円（11111111/14/14/14/14）まで下落）まで下落）まで下落）まで下落して一代安値の更新を演じた相場が、その下げ分を切り返したその下げ分を切り返したその下げ分を切り返したその下げ分を切り返した展

開となっている。シカゴも７ドル台割れを回避して反発してきた事や、何よりも円安に動いた事

が要因であろう。 

ただしこのところコメントしているとおり、…中略… 

 

 なお一代の動きは以下のとおり。 

東京コーン一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 1 月 \21,790 

12 月 16

日 

\30,950 8 月 22 日 \20,520 6 月 4 日 \28,120 

2013 年 3 月 \23,290 2 月 16 日 \30,340 8 月 22 日 \20,820 6 月 4 日 \28,280 

2013 年 5 月 \23,250 4 月 16 日 \30,300 8 月 13 日 \21,040 6 月 4 日 \28,620 

2013 年 7 月 \21,550 6 月 18 日 \30,300 8 月 13 日 \21,490 6 月 18 日 \28,400 

2013 年 9 月 \28,500 8 月 16 日 \29,430 8 月 23 日 \25,510 10 月 1 日 \27,530 

2013 年 11 月 \25,600 

10 月 16

日 

\25,800 

10 月 19

日 

\24,420 

11 月 14

日 

\25,590 

 

〇シカゴコーン日足 

…削除済み… 

週末週末週末週末 11/11/11/11/23232323 のシカゴ市場はのシカゴ市場はのシカゴ市場はのシカゴ市場は、、、、11112222 月限月限月限月限でででで 4.504.504.504.50 センセンセンセントトトト高高高高のののの 745.50745.50745.50745.50 セントでセントでセントでセントでのののの終了終了終了終了。来年の来年の来年の来年の 9999 月月月月

限では限では限では限では 2222.25.25.25.25 セント高のセント高のセント高のセント高の 646.00646.00646.00646.00 セントセントセントセントである。 

…中略… 

なおなおなおなお CFTCCFTCCFTCCFTC 発表の発表の発表の発表の 11/11/11/11/20202020 現在の現在の現在の現在のファンドのファンドのファンドのファンドのポジションポジションポジションポジションは、…中略… 

  

結論として当方の相場観は、まだ急騰や急落が出るような相場ではないだろう。年内は逆張り

相場が続くものと想定している。 
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〇東京大豆日足 

…削除済み… 

今週の大豆の値動き 

  12 月限（当限） 前日比 10 月限（先限） 前日比 

11 月 19 日 \53,600 130 \47,840 390 

11 月 20 日 \53,400 -200 \47,770 -70 

11 月 21 日 \53,400 0 \48,360 590 

11 月 22 日 \53,300 -100 \48,800 440 

続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…    

先週号においては『大暴落まではしないだろうが、今は買われる相場ではないだろう。来春の

天候相場期前まで安値を出すのが理想であり、それまではじっくりと力を溜めておくというのが

良いだろう』とコメントした。 

今週の相場展開は、反発に転じて 49,00049,00049,00049,000 円に接近円に接近円に接近円に接近。先週の安値からは 1,500 円の上昇である。 

 

49,75049,75049,75049,750 円（円（円（円（11/511/511/511/5）→）→）→）→47,30047,30047,30047,300 円（円（円（円（11/1311/1311/1311/13）まで）まで）まで）まで 2,4502,4502,4502,450 円の円の円の円の下落下落下落下落の後、の後、の後、の後、1,5001,5001,5001,500 円の上昇となって来円の上昇となって来円の上昇となって来円の上昇となって来

たわけだたわけだたわけだたわけだ。 

だが大豆の場合は倍率が 10 倍であるため、2,000 円動いても 1 枚当り 2 万円の動きでしかな

い。金で言えば 20 円の動きと変わらないわけだ。この程度の相場では、面白味はない。 

…中略… 

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京一般大豆一代の動き      

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 12 月 \37,500 12 月 16 日 \63,950 7 月 23 日 \36,830 

12 月 16

日 

\53,300 

2013 年 2 月 \41,900 2 月 16 日 \60,000 7 月 23 日 \41,050 2 月 16 日 \50,600 

2013 年 4 月 \45,350 4 月 16 日 \56,480 7 月 23 日 \41,750 6 月 4 日 \50,420 

2013 年 6 月 \44,700 6 月 18 日 \52,190 7 月 20 日 \44,400 6 月 18 日 \49,400 

2013 年 8 月 \48,020 8 月 16 日 \51,810 9 月 5 日 \47,500 

11 月 13

日 

\48,760 

2013 年 10 月 \47,220 10 月 16 日 \49,750 11 月 5 日 \46,920 

10 月 16

日 

\48,800 

 

〇シカゴ大豆日足 

…削除済み… 

週末週末週末週末 11/11/11/11/23232323 のシカゴ市場はのシカゴ市場はのシカゴ市場はのシカゴ市場は、、、、1111 月限で月限で月限で月限で 10.5010.5010.5010.50 セントセントセントセント高高高高のののの 1418.751418.751418.751418.75 セントセントセントセント。もっとも来年の来年の来年の来年の 11111111

月限だと月限だと月限だと月限だと変わらず変わらず変わらず変わらずのののの 1284.751284.751284.751284.75 セントセントセントセント。つまり新穀・旧穀はまだ 134 セントの逆ザヤがあるわけ

で、本格的に考えるのは来春からだろう。 

 

なおなおなおなお CFTCCFTCCFTCCFTC 発表の発表の発表の発表の 11/11/11/11/13131313 現在現在現在現在ののののファンドのファンドのファンドのファンドのポジションはポジションはポジションはポジションは、…中略… 

 

結論として当方の相場観は、来春にこの価格帯なら買いで取れるのではないかとも思うが、今

は仕掛ける時期ではなかろう。果報は寝て待てだろう。 
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〔ゴム〕〔ゴム〕〔ゴム〕〔ゴム〕    

〇東京ゴム日足 

…削除済み… 

今週のゴムの値動き 

  11 月限（当限） 前日比 4 月限（先限） 前日比 

11 月 19 日 238.7 2.6 252.6 4.2 

11 月 20 日 240.9 2.2 256.0 3.4 

11 月 21 日 243.5 2.6 256.7 0.7 

11 月 22 日 248.5 5.0 261.7 5.0 

先週号においては『戻り売り継続の相場であろう。最終的には 205 円を目指している相場だと

考えるが、たまに買われたところを売るのがベターだ』とコメントした。    

今週の相場展開は、4444 日連続高の上昇で日連続高の上昇で日連続高の上昇で日連続高の上昇で 260260260260 円台を回復円台を回復円台を回復円台を回復。 

 

13 日周期で動いていた下げ相場のリズムは崩れ、円安の影響もあってトレンドの変化も見らトレンドの変化も見らトレンドの変化も見らトレンドの変化も見ら

れる状況れる状況れる状況れる状況である。まだ大勢では下ではないかとも見ているものの、目先は安心売りがつかまった

のではないかとも思える。 

相場は相場に聞けという格言があるとおり、おかしいと感じた時は損切りするか、少なくとも

両建てしてポジションを消さないといけない。先週は 3 連休前だったので、すでにそうしている

人が多いと思うが、今は｢｢｢｢241.8241.8241.8241.8 円（円（円（円（11/1211/1211/1211/12）で）で）で）で 275.5275.5275.5275.5 円（円（円（円（10/510/510/510/5）からの下げ相場に終止符を打っ）からの下げ相場に終止符を打っ）からの下げ相場に終止符を打っ）からの下げ相場に終止符を打っ

た可能性もある｣た可能性もある｣た可能性もある｣た可能性もある｣と柔軟に考えた方が良いだろう。 

…中略… 

 

 なお一代の動きは以下のとおり。 

東京ゴム一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 11 月 267.8 5 月 28 日 274.0 5 月 30 日 203.6 8 月 15 日 248.5 

2012 年 12 月 233.3 6 月 26 日 271.5 10 月 5 日 204.5 8 月 15 日 249.4 

2013 年 1 月 230.2 7 月 26 日 272.7 10 月 5 日 205.6 8 月 14 日 252.1 

2013 年 2 月 230.0 8 月 26 日 274.2 10 月 5 日 216.4 8 月 31 日 256.0 

2013 年 3 月 253.5 9 月 25 日 275.5 10 月 5 日 240.0 

11 月 12

日 

259.6 

2013 年 4 月 262.1 

10 月 26

日 

263.9 

10 月 26

日 

241.8 

11 月 12

日 

261.7 

  

当先のサヤは当先のサヤは当先のサヤは当先のサヤは、11 月限 248.5 円～4 月限 261.7 円と 13.213.213.213.2 円円円円のののの順順順順ザヤザヤザヤザヤ。サヤに大きな変化は見

られない。 

  

週末週末週末週末現在の輸入採算価格は、現在の輸入採算価格は、現在の輸入採算価格は、現在の輸入採算価格は、…中略… 

  

国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は、10/31 現在で 411 トン減の 5,833 トン。2 旬ぶりの減少である。 

 

上海ゴム在庫上海ゴム在庫上海ゴム在庫上海ゴム在庫はははは、、、、…中略… 
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上海ゴム価格は上海ゴム価格は上海ゴム価格は上海ゴム価格は、24,000 元台半ばまで多少の反発。 

 

ゴム独自の材料は特に出てゴム独自の材料は特に出てゴム独自の材料は特に出てゴム独自の材料は特に出ていないが、産地いないが、産地いないが、産地いないが、産地はこれから増産期に入るはこれから増産期に入るはこれから増産期に入るはこれから増産期に入る。多分にゴムの反騰は、

他商品高の影響が大きいと思われるが、ここしばらくはチャート売り転換を待たないと、仕掛け

づらいところであろう。 

 

 結論として当方の相場観は、売りのチャートトレンドは今週の上げで崩れた。本格的な上昇相

場に転じるかどうかには疑問もあるものの、目先は中立に戻して次の相場展開を考える場面だろ

う。 
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〔〔〔〔原油・原油・原油・原油・石油製品〕石油製品〕石油製品〕石油製品〕    

〇NY 原油日足 

…削除済み… 

今週の原油の値動き 

  11 月限（当限） 前日比 4 月限（先限） 前日比 

11 月 19 日 \54,650 610 \53,600 870 

11 月 20 日 \54,830 180 \54,410 810 

11 月 21 日 \54,680 -150 \54,030 -380 

11 月 22 日 \54,890 210 \54,670 640 

まずは原油から…まずは原油から…まずは原油から…まずは原油から…    

先週号においては『3,000 円幅の乱高下から円安の追い風に乗り、相場は再び押し目買いへと

変化しつつある気配。今後も為替情勢、中東情勢には注目であるが、一方で世界景気への懸念も

根強いため、高値飛びつき買いも危険だろう。よって押し目買い中心の、逆張りでの対処がベタ

ーだろう』とコメントした。 

今週の相場展開は、NYNYNYNY 原油は原油は原油は原油は 89.8089.8089.8089.80 ドル（ドル（ドル（ドル（11/1911/1911/1911/19））））まで上昇の後、翌日は急反落。国内連休中

の週末は、前日比 0.90 ドル高の 88.2888.2888.2888.28 ドルでの終了ドルでの終了ドルでの終了ドルでの終了となった。国内換算では 380 円高であり、

55,000 円台に乗ろうかという価格である。 

 

チャートではこのところ、…中略… 

また 11/11/11/11/20202020 現在のファンドのポジションは現在のファンドのポジションは現在のファンドのポジションは現在のファンドのポジションは、…中略… 

 

〇東京原油日足 

…削除済み… 

東京原油東京原油東京原油東京原油はははは、円安の円安の円安の円安の影響が大きく、すでに影響が大きく、すでに影響が大きく、すでに影響が大きく、すでに 10101010 月の高値を更新月の高値を更新月の高値を更新月の高値を更新。残るは 9 月の 55,540 円をト

ライできるかというところ。 

 

 なお一代の動きは以下のとおり。 

東京原油一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 11 月 \47,650 5 月 1 日 \56,110 9 月 18 日 \44,190 6 月 26 日 \54,890 

2012 年 12 月 \47,580 7 月 2 日 \56,080 9 月 18 日 \46,240 7 月 3 日 \55,810 

2013 年 1 月 \48,890 8 月 1 日 \55,790 9 月 18 日 \48,420 8 月 1 日 \55,330 

2013 年 2 月 \53,910 9 月 3 日 \55,540 9 月 18 日 \50,290 9 月 21 日 \55,090 

2013 年 3 月 \52,040 10 月 1 日 \55,180 

11 月 22

日 

\50,610 

11 月 12

日 

\54,880 

2013 年 4 月 \51,740 11 月 1 日 \\\\55,02055,02055,02055,020    

11111111 月月月月 22222222

日日日日    

\50,390 

11 月 12

日 

\54,670 

  

結論として当方の相場観は、東京市場は円安の影響が大である。NY 原油が上昇トレンドに入

るようなら、思わぬ高値も有り得ると考えていた方が無難かもしれない。 
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〇東京ガソリン日足 

…削除済み… 

今週のガソリンの値動き 

  12 月限（当限） 前日比 5 月限（先限） 前日比 

11 月 19 日 \65,000 580 \66,840 1000 

11 月 20 日 \65,200 200 \67,570 730 

11 月 21 日 \65,100 -100 \67,160 -410 

11 月 22 日 \66,220 1120 \67,620 460 

続いてガソリンです…続いてガソリンです…続いてガソリンです…続いてガソリンです…    

先週号においては『今週の円安での急騰で、三尊天井形成型のチャートにはまた変化があった。

素直に見れば押し目買いだが、一気に上に走るよりは今後も乱高下を続ける可能性の方が高そう。

よって押し目買い中心の逆張りがベターであろう』とコメントした。 

今週の相場展開は、円安の影響を受けて続伸した相場が、68,19068,19068,19068,190 円（円（円（円（11/2211/2211/2211/22）まで記録）まで記録）まで記録）まで記録。9999 月・月・月・月・

10101010 月の高値を更新であり、このところの新高値である月の高値を更新であり、このところの新高値である月の高値を更新であり、このところの新高値である月の高値を更新であり、このところの新高値である。 

 

ここからの上値は、2222 月・月・月・月・3333 月の月の月の月の 75,00075,00075,00075,000 円台円台円台円台という事になるが、さすがに円安だけではそこま

では無理だろう。しかしまた上昇トレンドに乗った事は間違いなく、何か大きな弱材料が出ない

限りは、押し目買い有利の相場としか言い様がない。 

…中略… 

 

 なお一代の推移は、以下のとおり。 

東京ガソリン一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 12 月 \61,470 5 月 28 日 \66,660 9 月 18 日 \53,530 6 月 26 日 \66,220 

2013 年 1 月 \54,070 6 月 26 日 \66,530 9 月 18 日 \53,460 6 月 26 日 \65,000 

2013 年 2 月 \58,670 7 月 26 日 \66,350 9 月 18 日 \58,160 7 月 27 日 \65,030 

2013 年 3 月 \64,510 8 月 27 日 \67,170 9 月 18 日 \61,020 9 月 21 日 \65,830 

2013 年 4 月 \63,400 9 月 26 日 \\\\68,20068,20068,20068,200    

11111111 月月月月 22222222

日日日日    

\62,560 11 月 6 日 \67,600 

2013 年 5 月 \65,180 

10 月 26

日 

\\\\68,19068,19068,19068,190    

11111111 月月月月 22222222

日日日日    

\62,490 11 月 6 日 \67,620 

 

11/11/11/11/22222222 現在の現在の現在の現在の業者間転売価格は業者間転売価格は業者間転売価格は業者間転売価格は、、、、…中略… 

  

11/11/11/11/11117777 現現現現在の在の在の在のガソリン在庫は、ガソリン在庫は、ガソリン在庫は、ガソリン在庫は、…中略… 

  

 結論として当方の相場観は、チャートは買いトレンドの様相を強めている。年初来高値は

75,000 円台であるが、そこまで一気に行くとは考えづらいものの、押し目買いの相場はまだ続

くであろうと思われる。 
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〇東京灯油日足 

…削除済み… 

今週の灯油の値動き 

  12 月限（当限） 前日比 5 月限（先限） 前日比 

11 月 19 日 \69,540 720 \66,140 1000 

11 月 20 日 \70,490 950 \66,960 820 

11 月 21 日 \70,460 -30 \66,620 -340 

11 月 22 日 \71,200 740 \67,260 640 

最後に灯油です…最後に灯油です…最後に灯油です…最後に灯油です…先週号においては『反発に転じたチャートが強くなるか、戻り売りのままな

のかの瀬戸際に来ている。一方的な弱気の相場観は捨て去るが、買うならガソリンの方がマシと

の考えもあるので、中立にしての様子見がベターであろう』とコメントした。 

今週の相場展開は、一段高の続伸となり、67,59067,59067,59067,590 円（円（円（円（11/2211/2211/2211/22）まで上昇）まで上昇）まで上昇）まで上昇。 

 

逆ザヤ相場であるためチャートではまだ 10 月の高値 67,710 円にも届いておらず、9 月の高値

69,750 円にはかなり遠いわけであるが、実際には実際には実際には実際には 3333 月限を除くすべての限月が一代高値の更新月限を除くすべての限月が一代高値の更新月限を除くすべての限月が一代高値の更新月限を除くすべての限月が一代高値の更新

である。 

先物引き継ぎ足でも雲の上にも出ており、完全に押し目買いへと変化している状況である。こ

ういう相場は素直に付いてゆくしかないわけで、押し目買い方針へと完全に変化である。 

…中略… 

 

 なお一代の推移は、以下のとおり。 

東京灯油一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 12 月 \64,110 5 月 28 日 \\\\71,50071,50071,50071,500    

11111111 月月月月 22222222

日日日日    

\56,800 6 月 26 日 \71,200 

2013 年 1 月 \57,800 6 月 26 日 \\\\70,85070,85070,85070,850    

11111111 月月月月 22222222

日日日日    

\57,080 6 月 29 日 \70,700 

2013 年 2 月 \61,810 7 月 26 日 \\\\70,40070,40070,40070,400    

11111111 月月月月 22222222

日日日日    

\61,350 7 月 26 日 \70,210 

2013 年 3 月 \67,500 8 月 27 日 \69,750 9 月 18 日 \64,080 11 月 6 日 \68,910 

2013 年 4 月 \64,320 9 月 26 日 \\\\68,10068,10068,10068,100    

11111111 月月月月 22222222

日日日日    

\62,960 11 月 6 日 \67,750 

2013 年 5 月 \64,410 

10 月 26

日 

\\\\67,59067,59067,59067,590    

11111111 月月月月 22222222

日日日日    

\62,530 11 月 6 日 \67,260 

  

11/11/11/11/22222222 現在現在現在現在の業者間転売価格はの業者間転売価格はの業者間転売価格はの業者間転売価格は、、、、…中略… 

 

11/11/11/11/11117777 現在の現在の現在の現在の灯油在庫は、灯油在庫は、灯油在庫は、灯油在庫は、…中略… 

  

 結論として当方の相場観は、現状のチャート線形は良く、完全に押し目買いの格好となってい

る。そんな中で在庫水準も低いことが、寒波が厳しくなると思わぬ高値に進む可能性も否定出来

ない情勢となっている。 
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〔為替〕〔為替〕〔為替〕〔為替〕    

〇ドル/円相場日足 

…削除済み… 

82 円台半ばまで円安が進み、この水準は今年 4 月以来の円安水準であるため、今週は週足で

のアップとしてみた。 

ただし日足では 79.07 円（11/9）→82.47 円（11/22）までの棒上げで、相対力指数は 77 ポイ

ント台まで上がっているため、いつ調整が入ってもおかしくない事だけは指摘しておく。 

 

…中略… 

 

なお来週の主な予定は、 

26 日（月）日銀議事録要旨、ユーロ圏財務省会合（ギリシャ問題今月 3 回目の協議） 

27 日（火）スペイン財政収支、英 GDP 改定 

28 日（水）米新築住宅販売件数、米地区連銀報告 

29 日（木）米 GDP 改定、米新規失業保険申請件数（11 月 24 日までの週） 

30 日（金）日本雇用統計・消費者物価指数、ユーロ圏失業率  

などである。 

 

〇ユーロ/円相場日足 

…削除済み… 

今週はユーロ/円相場のチャートも、週足でのアップとした。106 円台まで円安が進んだ相場

は、ドル/円相場同様に 4 月の水準までは円安となったためである。 

ただし週足チャートでは…中略… 

 

〇ユーロ/ドル相場日足 

…削除済み… 

 ユーロ/ドル相場は、まだどちらにも大きく抜けたわけではなく、最近の為替相場は純粋に円

安が発生した事が見て取れる。 

…中略… 

 

 このレポートは、私が個人的な判断で書いたものです。 

内容の責任はすべて私に帰するものですが、取引に対する利益を保証するものでは在りません。 

（当たり前ですが念のため） 

 

        ひげの中ちゃん相場情報 

                       中田幸一郎 

        メールアドレス info@higenaka.com 


